
校名

校長名

出席者(学校） 中谷校長、三谷教頭、福本事務長、他　13名

傍聴者

議題等(次第順）

　①令和8年度　学校経営計画及び学校評価
　②令和8年度　行事予定表
　③令和8年度　体育祭の報告
　④新入生アンケート結果
　⑤令和7年度　安全衛生委員会資料
　⑥令和9年度　教科書採択について
　⑦令和8年度　各組織の目標と計画

①令和8年度　学校経営計画及び学校評価
　　（承認されました）
 　　・働き方改革（時間外労働時間の縮減）について、昨年度も意識していたが、今年度は記載した。引き続き推進
していく。
　　 ・今後の動きとして工業高校卒が将来的に91万人不足（理系120万人不足）
　　 ・文科省はSociety5.0を目指すデジタル人材の育成を強化
　　 ・文理を超えて、データサイエンスやAI活用能力が求められている。
　　 ・働き方の変容が著しく変わることが予想されている。
　　 ・子供の理解力や学力の変化が著しくなる。
　　 ・少子化傾向においても将来的には現在の専門高校生徒数の水準は必要である。
　　 ・NEXTハイスクールについては府が第2期にむけて申請していく方向で検討している。
　　 ・中学校教員の責務は進路保証であり、高校無償化により進路指導が成り立たなくなっている。
　　　また、時代背景により通信制希望の生徒が増えている。城東工科のニーズは現状変わっていない。
　　 ・公立の在り方の変容に苦慮している。
　　 ・デジタル人材が企業でも求められており課題である。ＡＩ関連の研修に企業としても人気が集中している。
　　 ・年収ベースではなく手取りがメインとなっている現状もある。会社での「やりがり」が大切であるが、
　　　会社としても、そのためのイノベーションが必要であると感じる。
　　 ・残業がなくなるように管理職の先生方にも頑張ってほしい。
　　 ・工科高校生と企業がかかわった教育が必要ではないか。地方ではインタビューシップ等も行っている。
　　 ・安易に進学を進めるのではなく、工科高校の伝統をしっかりと生かしてほしい。
　　 ・子供の出生率は産婦人科医の減少なども影響していると感じています。
　　 ・アンケートの方法を吟味してもよいのではないでしょうか。
　　 ・広報についても子供の現状に合わせた活用方法の検討が必要ではないか。
　　 ・学生のデジタル環境に合わせた大学講義を意識している。ＡＩ学習を抑制するのではなく、
       ＡＩを駆使した学習環境に変容している。
　　 ・転職が当たり前の時代になってきていると感じる。採用側も離職を前提に採用する傾向も。
　　 ・これまでの学習環境を踏襲するだけでは存続が厳しい。斬新な教育課程が必要ではないか。

②令和8年度　行事予定表
　   ・2/26卒業式および閉校式を開催
　　 ・NO会議研修デーを試験中に設定
　　 ・11/9～11/13保護者授業参観週間を設定

③令和8年度　体育祭の報告
　   ・城東工科最後の体育祭を実施し、東大阪みらい工科と協働での準備開催できた。
　　 ・城工からみらい工科へのバトンタッチが印象的だった。
　
④新入生アンケート結果
　   ・過去4年分を掲載、設問は城東工科とみらい工科で若干違いがある。
　　 ・進路実績が学校を選んだ理由として挙げられている。
　　 ・8割が就職、2割（工学系含む）が進学となっている。
　　 ・1学期末時点で、総合募集の系選択は未定者が半数となっている。
　　 ・高校選択は普通科との比較が40%近くを占めていた。
 
⑤令和7年度　安全衛生委員会資料
　   ・年12回開催。残業時間はR6と同等であるが、一部教員が超過勤務になっている現状もある。
　
⑥令和9年度　教科書採択について
（承認されました）
　   ・選択授業の結果より、未使用の教科書も出てくる。

⑦令和8年度　各組織の目標と計画
　　 ・中間報告、最終報告を年間通じて作成していく。

協議内容・承認事項等（意見の概要）

協議資料 令和8年度学校経営計画及び学校評価、令和8年度各組織の目標と計画

備考

本校2号棟4階　視聴覚室

出席者(委員）

開催場所

大阪産業大学教授　山田啓次　会長
大東市立諸福中学校校長　岸野匡憲　副会長
株式会社 山田製作所　山田茂　委員
成和校区自治連合会連合女性部長　大石房枝　委員

学校運営協議会　議事録

大阪府立城東工科高等学校
大阪府立東大阪みらい工科高等学校

中谷　竜也

開催日時 令和8年7月6日（月）13:30～15:00　　



日時

会場

次回の会議日程

令和８年１０月下旬を予定

本校　視聴覚室（2号棟4階）

①令和8年度　学校経営計画及び学校評価
　　（承認されました）
 　　・働き方改革（時間外労働時間の縮減）について、昨年度も意識していたが、今年度は記載した。引き続き推進
していく。
　　 ・今後の動きとして工業高校卒が将来的に91万人不足（理系120万人不足）
　　 ・文科省はSociety5.0を目指すデジタル人材の育成を強化
　　 ・文理を超えて、データサイエンスやAI活用能力が求められている。
　　 ・働き方の変容が著しく変わることが予想されている。
　　 ・子供の理解力や学力の変化が著しくなる。
　　 ・少子化傾向においても将来的には現在の専門高校生徒数の水準は必要である。
　　 ・NEXTハイスクールについては府が第2期にむけて申請していく方向で検討している。
　　 ・中学校教員の責務は進路保証であり、高校無償化により進路指導が成り立たなくなっている。
　　　また、時代背景により通信制希望の生徒が増えている。城東工科のニーズは現状変わっていない。
　　 ・公立の在り方の変容に苦慮している。
　　 ・デジタル人材が企業でも求められており課題である。ＡＩ関連の研修に企業としても人気が集中している。
　　 ・年収ベースではなく手取りがメインとなっている現状もある。会社での「やりがり」が大切であるが、
　　　会社としても、そのためのイノベーションが必要であると感じる。
　　 ・残業がなくなるように管理職の先生方にも頑張ってほしい。
　　 ・工科高校生と企業がかかわった教育が必要ではないか。地方ではインタビューシップ等も行っている。
　　 ・安易に進学を進めるのではなく、工科高校の伝統をしっかりと生かしてほしい。
　　 ・子供の出生率は産婦人科医の減少なども影響していると感じています。
　　 ・アンケートの方法を吟味してもよいのではないでしょうか。
　　 ・広報についても子供の現状に合わせた活用方法の検討が必要ではないか。
　　 ・学生のデジタル環境に合わせた大学講義を意識している。ＡＩ学習を抑制するのではなく、
       ＡＩを駆使した学習環境に変容している。
　　 ・転職が当たり前の時代になってきていると感じる。採用側も離職を前提に採用する傾向も。
　　 ・これまでの学習環境を踏襲するだけでは存続が厳しい。斬新な教育課程が必要ではないか。

②令和8年度　行事予定表
　   ・2/26卒業式および閉校式を開催
　　 ・NO会議研修デーを試験中に設定
　　 ・11/9～11/13保護者授業参観週間を設定

③令和8年度　体育祭の報告
　   ・城東工科最後の体育祭を実施し、東大阪みらい工科と協働での準備開催できた。
　　 ・城工からみらい工科へのバトンタッチが印象的だった。
　
④新入生アンケート結果
　   ・過去4年分を掲載、設問は城東工科とみらい工科で若干違いがある。
　　 ・進路実績が学校を選んだ理由として挙げられている。
　　 ・8割が就職、2割（工学系含む）が進学となっている。
　　 ・1学期末時点で、総合募集の系選択は未定者が半数となっている。
　　 ・高校選択は普通科との比較が40%近くを占めていた。
 
⑤令和7年度　安全衛生委員会資料
　   ・年12回開催。残業時間はR6と同等であるが、一部教員が超過勤務になっている現状もある。
　
⑥令和9年度　教科書採択について
（承認されました）
　   ・選択授業の結果より、未使用の教科書も出てくる。

⑦令和8年度　各組織の目標と計画
　　 ・中間報告、最終報告を年間通じて作成していく。


